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聖書研究   第二十二課 神の警告―獣の刻印！ 

聖書研究を通して、私たちは、避けられない滅亡から人類を救おうと、天父はあきらめないでず

っとはたき続けれ来られた事を見てきました。世界にさまざまな災難が起こったとき、危険から

救うために、神は特別な警告と懇願（熱心に頼むこと）のメッセージを人類にお送りになりまし

た。洪水によって地球が滅びる前に、ノアは、神の最後の警告メッセージを 120 年間宣言しまし

た。今日、世界が火で滅ぼされる前に、この大きな災難に人々を準備させる、地上の住民に対す

る嘆願と警告の特別なメッセージを送られる事を期待できるでしょうか？ 絶対にそうなさいま

す！ 

この前の研究で、安息日は、神の創造と救いの力の契約であり、それは獣の刻印に対立して、神

の民の特別な印となるだろうということを学びました。また、反キリストまたは獣の刻印の到来

のしるしを告げる「不潔な三位一体」があることも学びました。ここまでは、サタンはこの三位

一体の土台であること、そして黙示録 13 章の獣（国家）はローマ法王であることを学びました。

さて、だれがまたは何がこの悪い計画を完成するのかを学びましょう。 

１．いつまで、獣（ローマ法王）に、悪の権力にとどまることが許されたのですか？ 黙

13：1-10 

 

   

注：ローマ皇帝ユスティニアヌスは、全教会にわたる無限の権力を、教皇制度に与える法令

を作りました。この法令は、三つの反対する国が「根こそぎ引き抜かれた」時の紀元 538 年

に実施されました。これは「暗黒時代」として知られている期間の始まりでした。 

 

２．聖書において「年代や時」をどのように解釈することになっていますか？ エゼ 4：6 

 

 

注：42 ヶ月は 1260 日または年になります。ユダヤの一年には、12 ヶ月含まれていますが、

その一か月はそれぞれ 30 日ずつです。あるいは（ユダヤの一年は）360 日とも言えます。こ

の同じ時機の期間は、黙 12：5，6，13 そして 14 にも言われています。[訳注：ダニエル 7：

25 の「ひと時と、ふた時と、半時の間」、そして黙 12：14 の「一年、二年、また、半年の間」

を説明すると次のようになります]。ネブカデネザル王が、「七つの時」または七年間、野の

獣であった時のように、年は時 「々時」と呼ばれました。「ひと時」に 360 日を割り当て、「ふ

た時」は 720 日または（ひと時の）2 倍となり、そして、ひと時の半分は 180 日で、その合

計は 42 か月または予言の年の 1260 年です。[訳注： 360+720+180＝1260 日、予言は 1 日

を 1 年とするので、1260 年となり、1260÷ 30（1 ヶ月の日数）＝42（ヶ月）となります] 。

（ダニエル 7：25）神は何度も何度も同じ時の手がかりを与えて、この獣の権力はだれであ

るかを、きわめて明白にさせることを望んでおられます。 

 

３．ローマ法王が王にされて、ローマ教会に反対するすべての者に、最も極悪な迫害を始

めた紀元 538 年から、42 ヶ月目の終わりに、ローマ(法王教)に何が起こりましたか？ 

 黙 13：10（NKJV）                
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注：1798 年に、ローマ法王は、ナポレオンの軍隊によって捕虜にされました。彼は 18 ヶ月

後にヴァランスのフランス要塞で死にました。彼は他人を捕虜に送った結果として、彼自身

が捕虜になったのでした。しかし、「致命的な傷はいやされることになっていました」。1929

年に、イタリア政府は、バチカン市を独立国家として認めました。ローマ法王の権力は、元

通りにされて、政治界でその権力は増大してきました。 

 

４．反キリストであると言われている北の王は、何を行うのですか？ ダニエル 11：36  

 

 

５．反キリスト(ローマ法王)の、神の聖なる契約（安息日）に対する態度はどんなもので 

しょうか？ ダニエル 11：28 

 

 

６．この獣の権力は、神の聖なる契約を見捨ててそれを破る者たちと、どういう関連があ

りますか？ ダニエル 11：30-32  

 

 

注：反キリストは、彼らの心を神の聖なる契約に対抗させ、それに反抗してはたらき出しま

す。ローマカトリック教会は、それ（自分）が、礼拝の日を安息日から日曜日に替えたこと

を認めています。神の民は､この権力に抵抗すると聖書は言っています。 

 

７．ヨハネが見た、地から上って来る獣の国を述べてください。黙 13：11 

 

 

注：この獣または国は地から上って来ました－他のものが出てきたような、海からではなく。

｢海｣という場合は、人々は多く住んでいる所をあらわしています(黙示録 17:15)。それゆえ、

水のない「地」という場合、それは比較的人の住んでいない地域に起こらねばなりません。

法王が捕虜にされた頃に（1798 年）現れます。それは若い国を表している、他のもっと成熟

した獣とは違って若い獣です。これらの特徴を持つ権力は、ただ一つの権力－アメリカ合衆

国です。新世界の未開地で育てられ、養われて、その国は十八世紀後半に、世界的に目立つ

ようになりました。 

 

８．この獣は、人々に何を強制しますか？ 黙 13：12 

 

９．獣またはその像を拝む者たちは、何を受けますか？ 黙 13：15-17 

 

 

注：もし神の印が安息日で、争点が礼拝であるなら、獣の刻印は日曜日でなければなりませ

ん。これは、獣の権力によって神の聖なる契約に反抗して取られた行動でした。 

                

10．それに応じない人たちはどうですか？ 黙 13：15 
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注：政治権力が、強制的な日曜礼拝を立てるための、宗教の法律を実施するまで、この「像」

は、完全に形づくられることはないでしょう。 

 

11．人間の数字である獣の数字とは何ですか？ 18 節 

   

注：どんな「人間」が教皇制度を表しますか？ それはラテン語の肩書「Vicarius Filii Dei」

または「Vicar of the Son of God」帯びているローマ法王の任務以外にありません。人間が数

字と名前の両方を持つ昔の習慣に従って、この肩書のローマの数字をたしてみましょう： 

 

「Vicarius」をたしてみます，V=5+1=1+C=100+A&R=0+１＝１＋U(u と v はラテン語では同じ

です)＝５＋S＝0は 112 です。 

「Filii」をたします，F=０+1=1+L=50+1=1+1=1 は 53 です。 

「Dei」をたします，500+E=0+1=1 は 501 です。 

 

それから三つをたします，112+53+501=666 となります。 

 

12．この最後の時代に、神が人々にお与えになる特別な使命とは何ですか？ 黙 14：6-12 

 

 

13．第一天使の特別な使命は何ですか？ 黙 14：6，7  

 

 

注：最後が来る前に、福音は全世界に宣べ伝えられなければならない、と神は言われます（マ

タイ 24：14 を見よ）。聖霊が特別な方法で注がれるために、地上は神の栄光で照らされるで

しょう。 

 

14．どの戒めが、神を特に創造主として指示していますか？ 出エ 20：8-11 

 

 

15．バビロンとは誰のことですか？ 黙 18：1-5，23，24 

 

注：バビロンは「彼女」または女で象徴されています。それゆえ、バビロンは特に礼拝と結

婚がそこで行われた故に、教会を指しています。「バビロン」という言葉は、バベルに由来し

霊的混乱を意味しています。それは、偽りの宗教のいろいろな形を表すのに、聖書で用いら

れています。黙 17 章で、バビロンは女として表わされています。この象徴は、教会の象徴と

して聖書に用いられています。高潔な女は純粋な教会を表し、邪悪な女は偽りの教会を表し

ます。この緋色の女は獣に座っていますから、国家または権力と結合した偽りの教会を示し

ています。この支配的な宗教権力は、神の純粋な福音に基づかない偽りの礼拝制度を持ち込

みました、そしてまた多くの殉教者の血の責任がありました。これはローマカトリック教会

です。 

 

16．第二天使の使命は何ですか？ 黙 14：8 
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注：第二天使の使命が第一天使に続いています。神を創造主として指している純粋な福音使

命を拒むことは、バビロンの堕落に至らせる結果になります。 

 

17．バビロン（偽りの教会）にいる神の民に、神はどうするように言っておられますか？ 

 黙 18：4，5 

 

18．第三天使の使命で神は何を警告しておられますか？ 黙 14：9-11 

 

 

19．次の節で、聖徒たちはどのように対照的に、描写されていますか？ 黙 14：12 

 

 

注：獣の刻印を受ける者たちとは対照的に、神の民は、聖なる安息日を含めて神の戒めに相

変わらず忠実であり続けるでしょう。 

 

結論：教会と国家が、サタンの旗の下で結合するということは、今までの預言の中で最も

驚くべき預言です。悲惨な出来事や災害が増え続け、獣の刻印である日曜日に礼拝するよ

う全世界に強制されるとき、再び神に帰るようにとの使命に、世界はどのように応じるの

でしょうか｡ 

 

しかしながら、神は、まず第一に、全ての人にご自分の使命の知識を与えると共に逃れの

道を与えないで世の終わりを来させることはなさらないでしょう。この知識を念頭に置い

て考える時、安息日を他の日に入れ替えて神を礼拝するということよりも､もっと重要な

ことを意味します。安息日は､神に忠誠を尽くすか、それともサタンに忠誠を尽くすかし

るしになります。 
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第二十二課の答えとなる鍵 

質問１．四十二カ月。 

 

質問２．聖書の預言で、一日は一年と決められています。 

  

質問３．法王はナポレオンの軍隊に捕虜にされて、殺されました。 

 

質問４．彼は自分を神よりも高め、威張ります。  

  

質問５．彼の心は聖なる契約に反抗し、それに対してはたらき出します。 

 

質問６．彼は､彼らに好意を示し、へつらいます。 

  

質問７．小羊のように見え、龍のように語ります。 

 

質問 8．ローマ法王である最初の獣を拝むこと。 

 

質問 9．獣の刻印を受けること。 

     

質問 10．彼らは殺されるでしょう。 

 

質問 11．６６６。 

 

質問 12．三天使の使命。 

 

質問 13．創造主である神を礼拝しなさい。  

 

質問 14．安息日。 

 

質問 15．バビロンはローマ教皇です。 

 

質問 16．バビロンは倒れます。 

 

質問 17．バビロンから出て来なさい。 

 

質問 18．獣の刻印を受けることに対する警告。 

 

質問 19．聖徒たちは神の戒めを守り、イエスの信仰を持っています。 


